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険 文内容の 裏 旨

生物の進化の過程において遺伝的組換えと突然変巽が果してきた役割は非常に大きく、これらの分

子反応機構を明らかにすること は生物学的に大変意義がある。本論文では物質的に扱いやすく遺伝学

的解析が非常に進んでいる大腸菌溶原7ァージ λを用いて遺伝的組換えの分子機構、特に中間物質に

ついて鯛べた。

λファージの多重感染を受けた大腸菌内で生じた λDNAの複合体を検出するために次のようiな実

験を行った。 λの変異株で菌染色体に組込まれることができない λhの2種の sus変異株を非常に高

い多重度で su 菌に感染し;培養すると、誘発によってλを生産することができる菌の数は、菌のi骨殖に

伴って徐々に減少し、やがて plateauに達する。このことは 2種の λb2 DNAが相互関係を有しj細胞

分裂の際に lつの単位(複合体)として行動することを示している。菌及びλの組換え欠損変異株 (

recA， red， int)を種々に組合せた上記のような一連の実験から、菌の recA機能によって細胞内の

λb2 DNAのかなりが上記のような複合体を形成することが明らかにtょった。この複合体は 2種ある

いはそれ以上の λb2 DNAが直接結合して生じたものか否かを調べるために λbzDNAのP17ァー

ジによる形質導入性を調べた。すなわち、P1 DNAは λb2 DNAの2.4倍の長さを有するので、 l分

子の λb2 DNAを形質導入することは不可能だが、もしいくつかの DNAが結合Lていれば形質導入

可能となる。 P1による形質導入実験の結果は λbzDNAの3個以上の結合分子、従って多分 21聞の

結合分干も、の存在を示唆した。しかもこの結合は 2偲の直線DNA分子同士の付着端(cohesiveend) 

での結合ではなく 2個の環状 DNA分子同士の組換えによる結合であることがP17ァー ジの小粒子

(λb2 DNA 1分子からでも形質導入できる)による形質導入実験から示された。このような複合体

由来の各の単一 hurst中に含まれる各遺伝子マーカーを調べる(単一 burst実験)と各マーカーの分

布には対称性があり、しかもこのような複合体由来の仔7ァージ中には普通の7ア ジのかけ合せの
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場合よりも組換え体を 2-3倍多く含んで、いることから、この複合体は 2個の λb2 DNAの相互交換

組換えによって生じたもので、 λの増殖時の組換え体形成の中間物質であろうと考えられる o 本論文

ではこれらの実験結果及び考察から λの遺伝的組換えの分子モデルについて論じた。

論文の審査結果の要旨

従来遺伝的組換えの機構として切断・再結合モデルが受容れられているが、そうだとすると組換え

の中間物は両方の親 DNA分子同士の聞で何んらかの複合体を形成する筈である o T 4ファージにお

いては富沢によって複合体が示されたがλファージにおいてはかかる複合体の存在は示されなかったO

岡君のこの研究においては以下に述べるいくつかの根拠から λファージにおいても遺伝的組換えの

ための複合体が存在することが如実に示された。岡君の実験系は大腸菌染色体に組込まれることがで

きない変異株λb2の2種の sus変異株を非常に高い多重度で、 su菌に混合感染し培養を続けた場合、

細胞分裂を繰返しでも 2種の λb2 DNAが離れない一つの複合体として行動するようになるという独

得な系から出発し、一貫してこの系を発展させた。

2種の λb2 DNAが一つの複合体として行動することを単に娘細胞に分配されたファージのマーカ

ーから解折しただけでなく、池田等によって開発された Plによる普遍形質導入を巧妙に利用するこ

とにより、たしかに λb2 DNAが3個以上結合した複合体が存在することを示した。またこの複合体

は2個の線状 DNA分子同士の cohesiveendでつながったものではなく、環状DNA分子同士の組

換えによる結合であることを Plの小粒子による形質導入実験から明らかにした。

更に従来から λファージの組換えには菌の側の recA、λの側の red及び、intの3種類の機能が知ら

れていたが、この 3種の機能の変異株を種々に組合わせて上述の系で実験した結果、上述のような複

合体は recA+菌においてのみ生ずる、つまり recA機能にのみ依存していることが示された。

岡君の研究は遺伝的組換えの機構に新しい有用な知見を与えた独創的な研究であって、理学博士の

学位論文として十分価値あるものと認める。

- 17-




